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9
月
1
日
か
ら
2
2
日
ま
で
越
谷
市
津
金
9
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
、
以
下
の
4
項
目
（
①
子
ど
も
手
当
②
防
災
対
策
③
消
防
行
政

④
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
（
景
観
計
画
）
）
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
で
は
4
0
本
の
議
案
を
審
査
し
、
2
2
年
度
の
決
算

認
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
政
に
関
す
る
ご
．
見
・
」
　
望
　
遠
慮
な
く
、
お
聞
カ
せ
く
だ
さ
し
。

甘
十
手
と
も
手
島

（
制
度
廃
止
の
影
讐
）

（
問
）
去
る
8
月
4
日
に
民
主
、
自

民
、
公
明
の
三
党
ロ
　
に
よ
り
、
子

と
も
　
当
力
　
止
さ
れ
、
児
童
手
当

を
基
本
と
す
る
新
制
度
へ
移
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
覇

受
給
者
　
代
　
　
り
き
　
な
い

持

l

彗

制
度
廃
止
の
　
　
に
つ
い
て
伺
う
。

（
答
）
市
で
は
2
2
年
度
約
6
1

億
円
、
2
3
年
度
6
6
億
円
の
子

ど
も
手
当
を
支
給
し
て
い
る
が
、

市
の
負
担
額
は
2
カ
年
と
も
7
億

6
千
万
円
で
、
国
・
県
・
市
の
負

担
割
合
に
　
き
な
変
更
力
な
い
こ

と
か
ら
市
財
　
へ
の
影
響
は
少
な

叫
と
考
え
て
い
る
。
2
4
年
度
以

降
の
所
得
制
限
等
の
詳
細
は
新
た

な
立
法
を
見
守
り
た
い
。

（
問
1
）
私
も
8
月
5
日
に
福
島
県

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
き

た
が
、
乗
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が

経
過
し
た
現
在
、
被
災
地
に
お
け
る

経
験
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
組
織

の
財
産
と
し
て
共
有
・
蓄
積
す
る
か

市
の
考
え
を
伺
う
。

（
害
1
）
被
災
地
へ
は
本
市
か
ら

今
も
人
的
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

期
を
見
て
派
遣
し
た
職
員
の
経
験
、

知
識
を
他
の
職
員
へ
伝
え
る
機
会

を
設
定
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
問
2
）
8
月
2
4
日
、
学
校
耐
震

化
工
事
中
の
北
越
谷
、
宮
本
、
越
ケ

杏
、
大
沢
、
乗
越
告
の
各
小
学
校
を

会
派
で
行
政
調
査
し
た
が
、
市
内
の

小
中
学
校
の
耐
震
化
工
事
の
嘗
捗

蛸
淵
に
つ
い
て
伺
う
。

（
答
2
）
平
成
2
3
年
度
末
の
耐

震
化
率
は
8
9
．
0
％
と
な
り
、

明
朗
2
■
4
■
司
圃
q
聞
残
り
の
1
1

校
、
1
8
棟
の
耐
震
工
事
を
実
施

し
、
完
了
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

（
害
3
）
今
回
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

地
区
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
必
l

要
最
小
限
の
毛
布
や
食
料
を
順
次

剖
校
l
男
1
児
童
生
徒

は
安
全
に
確
実
に
保
護
者
に
引
き

渡
す
こ
と
を
第
一
と
し
つ
つ
、
嘲

泊
訓
練
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

（
問
3
）
今
後
、
災
害
時
に
お
け
る
、

都
心
で
の
帰
宅
抑
制
の
方
針
に
対

応
し
て
、
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
　
泊
訓
練
や
必
要
な
防
災
用

品
の
　
書
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
市
の
考
え
を
伺
う
。

（
問
1
）
救
急
搬
送
は
、
7
台
の
救

急
車
で
、
年
間
、
約
1
万
2
干
件
を

搬
送
し
て
お
り
、
対
応
能
力
が
限
界

に
達
し
て
い
る
。
搬
送
の
6
割
は
結

果
的
に
軽
症
で
あ
り
、
成
人
相
田
l
蘭

闇
診
療
戸
を
開
設
す
る
　
　
度
を

期
に
、
緊
急
時
に
消
防
と
、
携
　
て

医
巳
や
看
■
＝
師
力
電
話
相
談
に
応

“
る
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

朝
入
魂
樹
甜
し
て
は
ど
う
か
。
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（
筈
1
）
妻
に
救
急
車
を
必
要
と

す
る
方
が
救
急
車
を
利
用
で
き
る

よ
う
市
の
広
報
等
で
普
及
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
提
案
の
点
も

踏
ま
え
、
軽
傷
病
者
の
救
急
車
利

用
の
減
少
に
向
け
て
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
。

（
問
2
）
平
成
2
3
年
度
、
測
量
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
謝
劃
分
割
内

観
笥
免
税
び
訓
練
施
設
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
防
災
や
救
急
救
命
悶

つ
い
て
総
合
的
に
学
べ
る
普
及
啓

発
施
設
を
併
…
　
べ
き
と
考
え
る

が
市
の
考
え
を
伺
う
。

（
答
2
）
増
刊
瑚
萄
嘲
築
4
0
年

を
経
過
し
耐
震
面
で
も
支
障
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
替
え
し
、
訓
練

施
設
と
と
も
に
消
防
活
動
の
拠
点

施
設
と
し
て
整
備
に
努
め
て
い
く
。

（
問
3
）
首
都
圏
で
は
防
災
機
能
を

高
め
る
た
め
に
も
潮
田
機
関
の
高

度
化
・
広
域
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ

り
、
所
沢
市
を
中
心
に
し
た
5
市
で

は
統
合
に
向
け
、
具
体
的
で
緻
密
な

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
越
谷
市
に

お
い
て
も
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
を

検
証
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

（
筈
3
）
平
成
2
0
年
3
月
に
県

で
は
広
域
化
推
進
計
画
が
策
定
さ

れ
、
越
谷
市
を
含
む
第
6
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
平
成
2
2
年
度
に
2
回
の

勉
強
会
を
開
催
し
検
討
し
た
が
、

単
独
消
防
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
。
広
域
化
に
つ
い
て
は
慎

要
田
対
倒
し
て
ま
い
り
た
い
。

4
■
　
漆
甲
を
も
て
る
壷
毒
づ
く
l
I

（
景
観
計
声
）

（
問
）
平
成
2
7
年
に
中
核
市
を
目

指
す
本
市
で
は
2
4
年
度
に
景
観

計
画
を
策
定
す
べ
＜
、
近
々
有
識
者

に
よ
る
景
観
形
成
委
員
会
を
設
置

す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、
割
観

計
画
　
討
に
あ
た
っ
て
は
　
ハ
　
ら

い
　
観
を
積
極
的
に
形
成
　
て

（
筈
）
景
観
つ
く
り
に
あ
た
っ
て

は
、
河
川
や
水
路
と
い
っ
た
」
水

郷
こ
し
が
や
」
と
し
て
の
特
徴
萄

最
大
限
活
か
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
歴
史
的
票
観
に
つ
い
て
は

個
々
の
建
築
物
の
権
利
関
係
な
ど

難
し
い
問
題
が
あ
る
の
で
、
所
有

者
の
意
向
や
地
X
の
ま
ら
っ
く
り

の
気
運
の
高
ま
り
に
応
“
て
、
景

観
計
画
の
中
で
も
調
査
、
検
討
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

☆
越
谷
市
議
会
の
H
P
か
ら
、

一
般
質
問
の
録
画
映
像
が
確
認

で
き
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い

◎
4
0
本
の
議
案
は
す
べ
て
可
決
。

主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。

◆
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

▽
寄
付
金
の
税
額
控
除
の
下
限
額

を
5
0
0
0
円
か
ら
2
0
0
0
円

に
引
き
下
げ
る
。

◆
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
・
管
理
条
例
の
制
定

▽
越
谷
駅
東
口
再
開
発
B
棟
に
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
活
動
室
、
ロ

ッ
カ
ー
等
の
使
用
料
を
定
め
る
。

◆
越
谷
市
保
健
所
設
置
審
議
会
条

例
制
定

▽
保
健
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

2
0
人
以
内
の
委
員
で
調
査
審
議

する。
◆
仮
称
越
谷
市
陣
が
い
児
施
設
建

設
工
事
（
建
築
）
請
負
契
約
締
結

▽
工
事
契
約
を
約
3
億
8
千
万
円

で
一
般
競
争
入
札
の
業
者
と
締
結

（
2
5
年
4
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

◆
越
谷
駅
東
口
駐
車
場
設
置
・
管
理

条
例
制
定

▽
越
谷
駅
東
口
再
開
発
に
駐
車
場

を
設
置
し
指
定
管
理
者
に
管
理
さ

せる。

◆
棄
武
伊
勢
崎
緑
北
越
谷
駅
大
袋

駅
間
公
共
下
水
道
築
造
工
事
委
託

協
定
締
結

▽
約
3
億
7
千
万
円
で
東
武
鉄
道

に
工
事
（
第
一
期
分
）
を
委
託

◆
干
間
合
第
一
ポ
ン
プ
場
（
汚
水
）

改
修
工
事
委
託
協
定
締
結

▽
老
朽
化
し
た
ポ
ン
プ
環
の
更

新
・
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て
日
本

下
水
道
事
業
団
に
委
託

漆
芸
書
査
南
薇
等

◎
平
成
2
2
年
度
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
審
査
・
認
定
し
た
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
6
年

ふ
り
に
黒
字
と
な
っ
た
。

☆
決
算
審
査
で
は
築
3
0
年
の

．
「
』
列
間
怒
ら
高
原
自
然
少
年
の

劃
］
■
の
改
修
状
況
と
放
射
能
の
影

響
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
今
後
の
オ
羽
目
教
室
や
林
間

学
校
な
ど
で
の
利
用
に
つ
い
て

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。


